
41

編
　
集
　
後
　
記

今
年
も
自
治
協
議
会
主
催
の
「
西

区
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
年
は
全
世
帯
に
、
自
治
会
を

通
し
て
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
友

達
な
ど
、
音
楽
・
芸
能
・
ダ
ン
ス
の

好
き
な
方
は
、
皆
さ
ん
誘
い
合
わ

せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
ー
す
。

（
石
丸
）

お
昼
の
12
時
近
く
に
な
る
と
校
内

に
良
い
香
り
が
漂
い
始
め
ま
す
。
新

潟
国
際
情
報
大
学
み
ず
き
野
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、
学
生
が
食
事
や
交
流

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
学
生

食
堂
「
弥
彦
」
と
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

「
C
O
N
T
I
N
U
E
」
が
あ
り
ま

す
。
賑
や
か
に
食
事
を
し
た
い
時
は

「
弥
彦
」、
少
人
数
で
食
事
を
楽
し
み

た
い
時
は
「
C
O
N
T
I
N
U
E
」

と
い
っ
た
様
に
目
的
に
合
わ
せ
て
利

用
で
き
ま
す
。
今
回
は
夏
休
み
や
春

休
み
も
営
業
し
て
い
る
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
「
C
O
N
T
I
N
U
E
」
を
紹
介

し
ま
す
。

単
品
で
4
0
0
円
、
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
に
す
る
と
4
5
0
円
で
ド
リ

広
報
紙
や
自
治
協
議
会
活
動

に
つ
い
て
の
ご
意
見

◆
送
付
先
／
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
お
書
き
添
え
の
上
、
広
報
紙
１
面
の

「
事
務
局
」
あ
て
に
送
付
を
。
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

と
っ
て
お
き
の
私
の
一
枚

◆
あ
な
た
の
「
自
慢
の
写
真
」（
家
族
・

ペ
ッ
ト
・
風
景
・
イ
ベ
ン
ト
等
）
に
住

所
・
氏
名
（
氏
名
は
必
須
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
が
あ
れ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
）・
連

絡
先
・
写
真
タ
イ
ト
ル
・
一
言
コ
メ
ン

ト
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
電
子

メ
ー
ル
可
）。
◆
採
用
者
に
は
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
。
◆
応
募
さ
れ
た
写

真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
◆
締
め
切
り
11

月
末
日
（
次
号
掲
載
予
定
）。
◆
送
付

先
／
広
報
紙
１
面
の
「
事
務
局
」
あ
て
。

当
協
議
会
は
、
黒
埼
北
部
地
区
の

立
仏
小
学
校
区
を
単
位
と
し
、
６
部

会
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当

地
域
は
区
画
整
理
事
業
や
隣
接
す
る

地
域
に
大
型
店
舗
の
開
発
が
進
み
、

生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
る
反
面
、
地

域
の
要
望
も
難
し
い
課
題
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
取
組
と
し
て
は
、
特
に
３

年
ご
と
に
5
0
0
人
規
模
で
行
う

「
総
合
防
災
訓
練
」
や
小
学
生
を
対

象
に
、
遊
び
を
通
し
て
楽
し
く
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
「
あ
そ
ぼ
う
さ
い
」、

地
域
で
の
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
で

あ
る
「
立
仏
ふ
な
っ
子
」
事
業
、
並

び
に
校
区
内
の
防
犯
に
関
す
る
危
険

個
所
の
点
検
等
、「
安
心
安
全
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
（
立
仏
校
区
ふ
れ
あ
い
協
議
会

会
長　

鳴
海　

丈
支
）

食
事
と
交
流
の
場

カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
C
O
N
T
I
N
U
E
」

立
仏
校
区

ふ
れ
あ
い

協
議
会

立
仏
校
区

ふ
れ
あ
い

協
議
会

立
仏
校
区

ふ
れ
あ
い

協
議
会

知
っ
ト
ク
ト
ク

知
っな

っ
ト
ク
ト
ク

な
っ

街
の
タ
ネ

街
の
タ
ネ

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

第
２
回
西
区
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
音

楽
の
力
、
西
区
の
宝
～
が
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
も
黒
埼
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
は
西
区
内
で
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る
学

校
、
あ
る
い
は
公
民
館
等
に
て
積
極
的
に
活
動

し
て
い
る
各
団
体
が
演
奏
等
を
行
い
訪
れ
た
人

達
を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
に
も
増
し

て
内
容
の
濃
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
楽
し
く
美
し
い
時
間
が
流
れ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
の
一
日
皆
さ
ん
お
誘
い

の
う
え
、
黒
埼
市
民
会
館
に
お
い
で
下
さ
い
。

西
区
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

平成26年10月26日（日）
午前10時〜午後4時
（開場　午前9時30分）

黒埼市民会館1階ホール

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
３

　
　
　
部
会
長　
丹
治　
嘉
彦

日時

ン
ク
付
き
。
お
得
感
が
あ
り
常
連
さ

ん
も
多
い
そ
う
で
す
。「
夏
休
み
や

冬
休
み
は
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
た

め
、
食
べ
ら
れ
な
い
人
に
は
別
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
対
応
し
て
い

る
」
と
話
さ
れ
た
の
は
栄
養
士
の
山

城
さ
ん
。
季
節
に
あ
わ
せ
た
献
立
を

考
え
て
い
ま
す
。

中
で
温
か
く
む
か
え
て
く
れ
た
の

は
受
付
や
調
理
を
担
当
さ
れ
て
い
る

鈴
木
さ
ん
と
高
橋
さ
ん
。
人
気
メ

ニ
ュ
ー
1
位
は
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン

チ
、
2
位
は
オ
ム
ラ
イ
ス
（
ふ
わ
ふ

わ
の
卵
が
た
ま
り
ま
せ
ん
）
こ
の
二

つ
が
ダ
ン
ト
ツ
だ
そ
う
で
す
。
一
般

の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
見
晴
ら
し

の
良
い
席
で
食
事
を
す
れ
ば
よ
り
一

層
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

（
日
木
）

●
訂
正
と
お
詫
び

西
区
自
治
協
議
会
広
報
紙
「
西
区
を

豊
か
に
」
第
10
号
（
平
成
26
年
７
月
１

日
発
行
）
に
お
き
ま
し
て
、
内
容
の
誤

り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
４
ペ
ー
ジ
「
う
ち
の
コ
ミ
協
」　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
お
名
前
「
坂

井
輪
中
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
」
を
「
坂
井
輪
中
学
校
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

2位「オムライス」1位「ハンバーグランチ」

◦一言コメント　赤塚中原邸の一般公開のときに赤塚中
の生徒が歌ってくれました。結構決
まっていました。

◦ペンネーム　　にわか庭師

「CONTINUE」
の風景

会場

1 　小針中学校吹奏楽部
2 　新潟西高等学校吹奏楽部
3 　西内野コミ協吹奏楽団
4 　アンサンブルフィーデル
5 　オカリナサークル風人
6 　新潟大学吹奏楽部
7 　赤塚中学校音楽部
8 　コーラス円（まどか）
9 　フラサカイワA

10　黒Dan
11　T－ROOP DANCE COMPANY
12　五十嵐中学校筝曲部
13　木田流津軽三味線「松栄会」
14　民謡佳月会
15　新潟楽所

♪出演団体♬
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今
年
も

や
り
ま
す
！！

今
年
も

や
り
ま
す
！！
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こ
れ
ま
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
中

心
に
捉
え
た
全
市
的
な
バ
ス
路
線
再

編
計
画
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

西
区
自
治
協
議
会
で
は
、「
西
区
生

活
交
通
改
善
プ
ラ
ン
」（
平
成
27
年

度
以
降
5
年
間
の
取
組
み
）
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
要

望
を
行
政
並
び
に
運
行
事
業
者
に
伝

え
て
い
く
の
が
自
治
協
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。
行
政
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン
の
作
成
段

階
か
ら
行
政
担
当
者
と
自
治
協
で
交

通
を
担
当
す
る
第
３
部
会
が
協
働
し

て
「
改
善
プ
ラ
ン
」
作
成
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
公
共
交
通
へ
の
要
望

を
把
握
す
る
た
め
に
平
成
26
年
３
月
、

西
区
の
15
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ

「
地
域
の
生
活
交
通
に
関
す
る
課
題
等

に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
10
コ
ミ
協
か
ら
多
く
の
要

望
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
要
望
、
意
見
は
コ
ミ

協
代
表
の
自
治
協
委
員
に
も
第
3
部

会
へ
参
加
し
て
も
ら
い
、
時
間
を
か

け
て
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
次
の
3

つ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。

①
既
存
公
共
交
通
の
利
便
性
不
足

（
南
北
の
移
動
手
段
が
不
足
。
区
内

の
施
設
同
士
を
結
ぶ
公
共
交
通
が
あ

ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
駅

前
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
路

線
バ
ス
が
乗
り
入
れ
出
来
な
い
等
）

②
公
共
交
通
空
白
・
不
便
地
域
の
存

在
（
人
口
の
少
な
い
農
村
部
は
極
端

に
運
行
本
数
が
少
な
い
。
乗
客
が
少

な
く
単
独
路
線
で
は
収
支
が
厳
し
い

等
）

③
区
民
の
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識

不
足
（
マ
イ
カ
ー
依
存
度
が
高
く
公

共
交
通
の
利
用
が
少
な
い
等
）

部
会
で
は
新
潟
交
通
と
の
意
見
交

換
も
実
施
し
て
、
実
現
性
の
高
い
プ

ラ
ン
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

自
治
協
議
会
（
自
治
協
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
（
コ
ミ

協
）、
自
治
会
の
役
割
を
改
め

て
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

ま
す
。

自
治
協
は
、
主
に
行
政
と
と
も
に

特
色
あ
る
区
づ
く
り
事
業
（
区
役
所

企
画
事
業
と
自
治
協
提
案
事
業
）
の

企
画
・
立
案
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

自
治
協
提
案
事
業
の
実
施
主
体
に
な

り
ま
す
。
自
治
協
は
市
の
附
属
機
関

で
、
各
コ
ミ
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
共
的

団
体
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
協
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
略
称
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
」「
ふ
れ
あ
い
協
議
会
」

と
そ
の
名
称
も
様
々
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
健
康
・
福
祉
・
生
活
・

環
境
・
教
育
・
文
化
と
い
っ
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
住
民
主
導
の
活

動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
組
織
は
自
治

会
を
始
め
民
生
委
員
・
老
人
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
様
々
な
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
治
会
は
地
域
の
任
意
団
体
で
す

が
、
地
域
の
声
を
行
政
に
届
け
る
、

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
公
共
的

な
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
防

犯
・
防
災
・
環
境
美
化
・
親
睦
交
流

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
図
で
わ
か
り

や
す
く
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◆ 「地域包括ケアシステム」に
ついてご説明ください。

「地域包括ケアシステム」は、い
わゆる団塊の世代が75歳以上とな
る2025年を目途に、介護が必要な
状態となっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを続けることが
できるよう、医療・介護・予防・
住まい・生活支援が一体的に提供
される仕組みです。
今後は、特に認知症高齢者や単
身高齢者等の増加が見込まれるこ
とから、そうした方々の生活を支
えていくためにも、この地域包括
ケアシステムの構築が、全国的に
重要な政策課題となっています。

◆ 介護保険制度の改定では、要支
援者の訪問介護（ヘルパー）と
通所介護（デイサービス）が
介護予防給付から外され、自治
体事業に移行されると聞きまし
た。介護保険サービスで提供さ
れているものと同じサービスが
継続して受けられるのですか。

今回の制度改正では、介護予防給
付として全国一律基準だったもの
から、新しい総合事業として、今
後は各市町村において、より地域
に密着した形での多様なサービス
を提供するということになります。
この新しい総合事業は、現行の
訪問・通所介護に相当する専門的
なサービスと、それに加え、多様
なサービス（緩和した基準による
サービス、住民主体による支援、
短期集中予防サービス等）を新規
創設することになります。特に専
門的なサービスについては、実態
を踏まえ、現行と同様の内容を維
持いたします。

◆ 要支援者１・２の方に対する
介護保険サービスの自治体移
行に伴って、自治体はコミ協
や地域にどのような内容を期
待しているのですか。

身体介助などは介護専門職員が
行う必要があると考えており、地
域住民主体による活動としては、
介護予防（健康体操教室、通いの
場など）や日常の困りごとについ
ての支援（ゴミだしや買い物など）
を推進していく予定です。
特に介護予防については、高齢
者が早期に取り組むことで要介護
状態の重度化の抑制が図られます。
また、こうした活動に地域住民が
主体的に関わりを持つことで、高
齢者が住み慣れた地域で、安心し
て暮らし続けられる環境作りに繋
がることを期待しています。

6月、7月の西区自治協議会で「地域包括ケアシステム」「高齢者を地域で支えるモデル事業」が話題になりま
した。新潟市高齢者支援課の担当者からは「高齢者が住み慣れた地域で住み続けられるためのシステム」がこれ
まで以上に必要であると説明されました。
討議の中ではこの問題の背景に平成27年度実施の介護保険制度改定による要支援者への予防給付の変更があ

り、変更による自治体の新たな役割、自治体からのコミュニティ協議会等への期待が寄せられていることも明ら
かになりました。
この問題について、新潟市高齢者支援課から説明及び回答していただきました。

現
在
ま
と
ま
っ
て
い
る
「
改
善
プ

ラ
ン
（
案
）」
の
「
主
な
施
策
」
の
幾

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
列
記
し
ま
す
。

・
亀
貝
地
域
の
よ
う
な
商
業
施
設
等

要
望
の
多
い
拠
点
へ
の
運
行
に
向
け

た
運
行
事
業
者
と
の
協
議
。

・
交
通
結
節
点
の
整
備
、
乗
り
換
え

及
び
バ
ス
待
ち
環
境
の
向
上
に
向
け

て
の
協
議
。

・
内
野
駅
前
広
場
の
整
備
、
路
線
バ

ス
乗
り
入
れ
に
向
け
た
協
議
。

・
J
R
越
後
線
の
内
野
駅
発
着
の
電

車
に
つ
い
て
、
内
野
駅
以
西
へ
の
延

伸
の
協
議
。

・
住
民
バ
ス
の
運
行
支
援
の
強
化
。

今
後
の
取
組
み
と
し
て
新
潟
市
の

担
当
者
は
各
区
の
「
改
善
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

Q1
西
区
自
治
協
議
会
と
し
て

「
西
区
生
活
交
通
改
善
プ
ラ

ン
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
取
組
ん
で
き
ま
し
た
か
。

Q2
地
域
住
民
の
要
望
を
把
握

す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Q3
第
３
部
会
で
中
心
に
検
討

し
て
い
る
「
西
区
生
活
交

通
改
善
プ
ラ
ン
」
の
概
要
及
び

今
後
の
プ
ラ
ン
実
行
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

B
R
T
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム　
平
成
27
年
夏
に
実
施
予
定
）

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
西

区
地
域
公
共
交
通
検
討
会
議
※
1
は

4
月
25
日
の
第
4
回
会
議
で
、
当

初
か
ら
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ

る
「
西
区
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

─
西
区
生
活
交
通
改
善
プ
ラ
ン
」

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
こ
の
広
報
紙
で
市
の
担

当
課
か
ら
回
答
の
あ
っ
た
内
容
※
２

を
、
地
域
住
民
の
要
望
と
し
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
改
善
プ
ラ
ン

に
反
映
さ
せ
る
か
、
第
3
部
会
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

近
藤
武
雄
部
会
長
に
そ
の
内
容

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
１　

自
治
協
代
表
、
住
民
バ
ス

団
体
代
表
、
新
潟
交
通
株
式
会
社
、

新
潟
運
輸
支
局
及
び
新
潟
市
、
西

区
担
当
部
署
等
25
人
で
構
成

※
２　

広
報
紙
第
7
号
（
平
成
25

年
10
月
1
日
発
行
）「
西
区
か
ら

考
え
る
B
R
T
と
公
共
交
通
」
の

「
B
R
T
の
運
行
に
よ
り
、
現
在
ま

ち
な
か
で
過
剰
気
味
に
走
行
し
て

い
る
バ
ス
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
生

じ
た
余
力
を
郊
外
路
線
の
増
便
な

ど
に
ま
わ
せ
ま
す
」
と
い
う
回
答

住み続けられるまちづくり

「地域包括ケアシステム」と地域の役割
住み続けられるまちづくり

「地域包括ケアシステム」と地域の役割 西
区
生
活
交
通
改
善
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て

ーー 

近
藤
第
３
部
会
長
に
聞
く

自
治
協
、

コ
ミ
協
、

　
自
治
会

そ　し　　て
行　　　政

参画参画 恊働恊働コミ協
（97）（15）

自治協
（8）（1）

自治会
（2,067）（316）

連
携
連
携

恊
働
恊
働

恊
働
恊
働

※左側のカッコ内の数字は、４月１日現在の新潟市内にある協議会数・自治会数です。
　右側のカッコ内の数字は、４月１日現在の西区内にある協議会数・自治会数です。


